
　高能率符号化は文字通り何らか
の手段により，信号をできるだけ
能率良く伝送するための符号化技
術である。高能率符号化には信号
の情報量に着目してその冗長度
（Redundancy）を除去すること
により無ひずみで伝送容量の節約
を図る方法と，人間の感覚を利用
してひずみをできるだけ感知され
にくく工夫した圧縮（Compress）
とに大別される。
　一般にディジタル化した信号を
どこまで圧縮できるかといった側
面のみから捉えられがちであるが，
高能率符号化はむしろ伝送路は節
約したうえ質の向上を図ろうとい
う前向きの技術として捉えるべき
ものである。表1に実用に供され
ている各種の高能率符号化方式の
比較を示す。
　聴覚特性を利用した高能率符化
にはユーレカ（Eureka：欧州先
端技術開発）計画の一プロジェク
トとしてイギリス，ドイツ，フラ
ンス，オランダが参加した1986
年ディジタル音声地上放送システ
ム開発プロジェクト（Eureka 147
DABプロジェクト），ISO，lEV，
当時のCCIR（International Ra-

dio Consultative Committee，
現在のITU－R）やANSIの標準化
作業，さらに最近の家庭用録音機
として相次いで登場したDCC
（Digital Compact Cassette）や
MD（Mini Disk），DVD（Digi-
tal Versatile Disk）等に導入
された符号化方式等がある。
　ユーレカ147プロジェクトの開
発したMUSICAM（Masking-
pattern Universal Sub-band In-
tegrated Coding and Multiplex-
ing）は1988年の世界無線通信主
官庁会議WARC－ ORB88におい
てCOFDM（Coded Orthogonal
Frequency Division Multiplex）
と組み合わせて移動体受信の野外
実験が実施された。
　MPEG（Moving Picture cod-
ing Expert Group）とは MPEG
委員会，またはそこで標準化さ
れた標準の通称であり，1988年4
月のWG8オタワ会合のMPEG
サブグループ（議長キャリ　レ
オーネ（伊））の結成から標準化作
業が始まった。
　現在の委員会の正式名称はISO/
IEC JTC1/SC29/WG11 “Coding
of Moving Pictures and As-

sociated Audio”で，1991年6月
ISO（国際標準化機関）とIEC（国
際電気通信連合）の合同技術委員
会の中にある専門委員会の一つと
なった。活動状況はMPEGホー
ムページ　http：//www.cselt.
stet.it/mpeg/で知ることがで
きる。
　日本ではSC29国内委員会（委
員長　安田靖彦，幹事　富永英義）
が組織され，ビデオ小委員会（主
査　原島博）とオーディオ小委員
会（主義　山崎芳男，幹事　金子
格）が作業を進めている。
　CD－ⅠやDATを対象に動画と
苫響信号のディジタル高能率符号
化を目的とし，1988年4月に作業
が開始された1.5Mbit/s程度の
MPEG1 は 1993 年 8月 1日 ISO
から発行され，放送や通信への応
用も考慮して1990 年 7月から始
まった10Mbit/s程度のMPEG2 は
1995年 3月 ISOとして出版され
ている。さらに高い圧縮を目指し
てMPEG4，ネットワークにお
ける検索機能を強化することを目
的としたMPEG7の検討も始まっ
ている。
　MPEG1は 1.15Mbit/sで現行
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表1  各種の高能率符号化



←表2
MPEG
オーディオ
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図1  MPEGの動向

*1 TE 時間周波数変換符号化，CELPCELP 符号化，PAR：パラメトリック符号化
*2 SB：サブバンドフィルター，HB：ハイブリッドフィルタ＝ SB+MDCT，MDCT：変形離散コサイン変換
*3 TF コアの符号化技術と付加機能はAAC と同じ
*4 ステレオ（5ch をサポートしている場合5ch）時の1ch あたりの最小 / 最大/ 標準ビットレート
*5 実用化されているビットレート，あるいは MPEG 内のテストで用いられたビットレート
*6 未定（実際上はモノラルだろう）

家庭用VTR程度の画質を，音声
は1チャンネルあたり128kbit/s
でCD並の音質が得られる符号化
を目標として1990年7月ストック
ホルムでコンペティションが行わ
れた。1990年4月多くの提案を統
合整理してMUSICAM，ASPEC，
ATAC，SB－ ADPCM の 4方式を
提案方式としたうえ，1990年7月
この4方式の評価試験が行われ，
MUSICAMと ASPECを組み合
わせた方式を標準方式とすること
が決められた。
　CCIR（現lTU－ R）では音声放
送を扱うSGlOと番組の長距離伝
送を扱うCMTTの合同作業班で
あるJIWP lO－ CMTT/1 において
放送，伝送，スタジオの分野にお

ける要求基準を策定したうえ勧告
化する方向で1990年6月から作業
が進められ，NHKの開発した低

域ADPCM，高域準瞬時圧伸方
式等，日本からも多くの提案がさ
れている。
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　MPEG1オーディオは1992年に
国際標準ISO/IEC 11172-3とし
て制定された。現在ビデオCD，
カラオケ，ディジタルオーディオ
放送，ディジタルテレビ放送など
幅広く用いられている。
　MPEG1の成功と普及および
HDTVやディジタルTV放送に
対応するより高いオーディオ品質
とマルチチャンネル化等に対応す
べく，MPEG2標準化作業が開
始された。MPEG2にはLSF
（Low Sampling Frequency），BC
（Backward Compatibility），AAC
（Advanced Audio Coding）と呼
ばれる3つの方式が含まれる。
　MPEG1オーディオと後方互
換性のあるマルチチャンネル・マ
ルチリンガル方式と，低ビット
レート性能を向上した低サンプリ
ングレート方式が標準化された。
前者はBC，後者はLSFと呼ばれる。
両方式は1994年国際標準ISO/
IEC13818-3 となり，DVD（PAL
版）などにも採用が予定されてい
る。
　その後，主に放送用にさらに圧
縮率の向上が要求された。この要
求に応え，最新技術による高性能
なオーディオ符号化が1997 年国
際標準ISO/IEC 13818-7として完
成した。この方式はAACと呼ば
れる。
　現在MPEGではMPEG4オー
ディオの標準化が進められている。
MPEG4は MPEG2よリ高い圧
縮性能を目指している。またイン
ターネットや携帯電子機器への利

用を目指し，これらに適した機能
拡張を行っている。またDVD-
ROM，DVD-RAMへの適用も
現在検討されている。音声，音楽
など異なる符号化対象に合わせて
複数の圧縮技術が含まれ，バラメ
トリック（PAR）コア，セルプ
（CE-LP）コア，時間周波数変換
（TF）コアの3種類があり，ビッ
トレートや用途により使い分ける
ことができる。MPEG4オーディ
オは，2000年 1月に ISO/IEC
14496-3として標準化される予定
である。
　ネットワークの飛躍的発展にと
もない今後必要性が高まると予想
される検索機能の強化を，目的と
したMPEG7の検討も始まって
いる。
　MPEGオーディオ小委員会で
まとめたMPEGオーディオの動
向を図1に，MPEGオーディオ

の比較を表2に示す。
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